
　高齢化が進行するわが国では，認知症は医療だけでなく広く社会
一般の身近な課題である．近年，「認知症とともに生きる社会」の実
現に向けたさまざまな施策が打ち出されているが，果たしてその実
現は可能なのだろうか．認知症とともに生きる社会の実現に重要な
ことは，それを実現するプロセスに認知症の当事者である本人の意
見が反映されていることである．そして，認知症の当事者が社会に参
加し続けることで，認知症の人々の力と権利が周囲に理解され，社会
に包摂されていくことが求められている．
　そもそも認知症とは，何らかの原因によって，今までの社会生活の
自立が阻害されるほどに認知機能が低下した状態を指す．認知症の
人が有する能力をしっかりと見極め，最大限に活かしながら本人が
望む社会生活を継続できるような支援こそ，認知症のリハビリテー
ションであり，OT の視点が活きるポイントであろう．
　人がその人らしく生きるためには，本人の意思の尊重が重要であ
る．今回，当事者の立場として感じることから，認知症とともに生き
る社会の実現に向けたさまざまな取り組みまで，最先端でご活躍の
方々から報告をいただいた．本特集が，認知症とともに生きる社会の
実現に向けて考えていただく機会になることを願っている．
 （山口 智晴）
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